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『力を合わせて』

みんなが使う道路を
きれいにしよう！

　～みんなが使う道路を、いつもきれいに～

『建設課』編

　「竹の子会」、「橋の本語ろう
会」、「永久津サンライズ」は、
市と協力し、地域の道路沿線の
草払いや市道にはみ出した枝木
類などの伐採のほか、側溝の清
掃などを自発的に行っています。
　また、「竹の子会」は、陰陽石
親水公園の清掃も行い、市民や
市外の観光客が、いつ来ても「き
れいなまち」だと思ってもらえ
るように積極的に取り組んでい
ます。
　高齢化や過疎化が進むなか、
道路清掃だけでなく自分たちの
地域を自分たちで盛り上げよう

と、祭りなどの地域行事にも積
極的に取り組んでいます。
　地域の「きずな」を深めてい
く上で、まずは自分たちが普段
から使っている道路を、きれい
にするということはとても大切
なことです。
　このような地道な活動が、誰
もが住みやすい地域をつくり、
更なる地域活性化につながりま
す。

道路清掃では、ガードレールやカーブ
ミラーなど、道路の付帯施設も清掃し
ています。

　　　　竹の子会・橋の本語ろう会・
　　　　 永久津サンライズ

建設課の主な業務
市道の維持補修、道路改良、都市整
備に関することなど

「てなんど小林プロジェクト」では、
小林市の魅力を日本全国、世界に発
信すること、また市独自の風景、文
化や伝統などを後世に残していくこ
とを目的として、PR動画や西諸弁ポ
スターなど、さまざまな事業を行ってい
ます。今回、市民の皆さんが気軽に参加で
きる「撮っみっけ！小林　第3回写真コンテスト」
を開催しますので、ぜひ参加ください。

てなんど小林プロジェクト第3回

撮っみっけ！小林

●応募方法＝「てなんど小林プロジェクト」のサイト内に公開
する（8月 29日予定）写真コンテストの応募フォームから応
募ください。●応募資格＝誰でも応募できます。●条件＝デジ
タルデータのみ受け付けます。撮影機材は問いませんが、印刷
に適したサイズで応募ください。撮影時期はおおむね３年以内
に撮影したもの。●注意事項＝ウェブサイトに掲載している諸
条件などをよく読んでから応募ください。

応募
期間

賞金最大３万円！

小林の人 小林の風景テーマ① テーマ②
輝いている人、大切な人の笑顔や、写真を見
た人が「その楽しさ、小林市の素晴らしさを
共有できるような」作品を募集します。

美しい風景や小林らしい場面などが表現され、写真を
見た人が「小林に行ってみたくなる、見てみたくなる」
作品を募集します。

賞金／それぞれのテーマごとに賞を設けます

最優秀賞（１本）…賞金 3万円
優秀賞（１本）…賞金 1万 5000 円
入選（３本）…賞金 5000 円
特別賞（企業賞）…協賛企業からの景品

応募要件／詳しくは問い合わせください

テーマ（２部門）／１つのテーマに２点（合計４点）まで応募できます。

●協賛企業が得られる特典＝①当コン
テストに関する印刷物やウェブサイト
に、社名または商標を表示します。②
企業賞の概要や結果などを、ウェブサ
イトなどで紹介します。③賞となった
作品を印刷してお渡しします。●提供
いただく景品＝協賛企業に関連する景
品とし、金額は特に定めません（目安：
500 円程度から）。景品は、協賛企業
から受賞者へ直接、もしくは郵送でお
渡しください。直接の場合は、（郵送
の場合、それにかかる経費は企業でご
負担ください）●協賛申込書＝申込書
は、企画政策課にあり、ウェブサイト
からもダウンロードできます。●申込
期限＝ 10月 31日（月曜）まで

協賛企業を募集します！

写真コンテスト

　フランスの
トゥール市と
いう街から来
た新しい国際
交流員のメロ
ン · リザです。
　シャネット
さんの後任として教育委員会社会教育課で
働くことになりました。メロンと呼んでも
リザと呼んでもいいです！
　2011 年に名古屋で１年間留学しました。
また日本に来るのを楽しみにしていまし
た！ 8 月に小林市に着いたばかりですが、
たくさんの優しくて、素敵な人に出会って、
住みやすいまちに違いないと思いました。
　趣味は旅行や読書などです。そして、人
と会話するのが好きなので、いつでも日本
語や英語やフランス語でも話しかけてくだ
さい！

Bonjour ！

日本の興味深いことの１つは、虫の文化です。
そこかしこに虫がいて、その虫が巨大なのです！
私は思うのですが、「どうして虫を怖がらないの
だろう？子供たちはどうして虫をペットとして
飼うのだろう？」私は虫が苦手なので虫を怖がっ
たりしないことや、飼うことを不思議に思いま
す。言い訳になってしまいますが、カブトムシ
や大きな蜘蛛はテレビでしか見たことがなかっ
たのです。

One of the most interesting 
things about Japan is 
the bug culture. There 
are bugs everywhere and 
they're huge! Sometimes I 
think, “Why are people not scared of them? Why 
are children keeping them as pets?” I feel silly 
sometimes because bugs make me uncomfortable, 
but in my defense, things like stag beetles, and huge 
spiders, I've only ever seen on TV. 

『Hello! Hola! Dia duit! ~from Lorena~』

The bug culture 
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『メロンばなし』

市役所 ×

 8.29　　  ～  10.31（月） （月）
●問：地方創生課（☎ 23 ‐ 1148）


